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試薬と関連法規／GHS分類基準による絵表示／シンボルマーク

危険有害性を示す警告表示 

　製品を安全にご使用いただけるよう「危険有害性」を示す絵表示（以下、シンボルマーク）を表記することがあり
ます。このシンボルマークはGHS分類基準に基づいています。海外製品については、その原産国の分類基準に従った
シンボルマークが用いられます。
　試薬は、試験室や研究室などで専門家が使用することを想定した仕様になっています。限られたスペースの試薬
ラベルに表示できる記載事項は最低限の情報であり、法律により規定される場合をのぞき、詳細な注意事項を省略
することがあります。また現時点では、危険有害性の知見が得られていない物質も数多く存在しますので、現状で
法的規制を受けていない物質についても、その取扱いには十分にご注意ください。

GHSにもとづくシンボルマークの表示 

　GHSとは、Globally Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicalsの略称で、「化学品の分類および
表示に関する世界調和システム」と訳されます。化学物質の危険有害性について、その分類および表示方法を国際
的に統一し、労働者・消費者・輸送関係者などの使用者が、安全に化学品を扱うことができるよう配慮した仕組みで、
2003年3月に国連より勧告・公表されました。
　人々の安全と健康を確保し、環境を保護することを目的として、製品ラベルや安全データシート（SDS）には、
危険有害性の内容を示すシンボルマークや注意喚起語などが記載されます。
　本カタログでは、弊社の「安全データシート（SDS）」にもとづくGHS情報を表示しております。

GHS対応ラベルの一例

GHS対応SDSの一例
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②注意喚起語

注意喚起語は、危険有害性の程度に応じて「危険」、「警告」の2種類が表示されます。「危険」は「警告」に比べ、より危険
有害性のレベルが高い場合に用いられます。危険有害性が低い場合には、注意喚起語が記載されないこともあります。

③危険有害性情報

危険有害性情報は、危険有害性の性質とその程度を示すもので、GHS文書によって文言が決められています。

④注意書き

注意書きは、当該製品を安全に使用するための注意事項を示すもので、GHS文書に順じて記載しています。

①シンボルマーク（GHS対応）

シンボル
マーク 有害性情報と危険有害性クラス

空気、熱や火花にさらされると発火する恐れがある
（危険有害性クラス）
・可燃性／引火性ガス　・可燃性／引火性エアゾール　・引火性液体　・可燃性固体　・自己反応性化学品
・自然発火性液体／固体　・自己発熱性化学品　・水反応可燃性化学品　・有機過酸化物

他の物質の燃焼を助長する恐れがある
（危険有害性クラス）
・支燃性／酸化性ガス　・酸化性液体／固体

熱や火花にさらされると爆発する恐れがある
（危険有害性クラス）
・火薬類　・自己反応性化学品　・有機過酸化物

接触した金属または皮膚等を損傷させる恐れがある
（危険有害性クラス）
・金属腐食性物質　・皮膚腐食性／刺激性　・眼に対する重篤な損傷／眼刺激性

高圧ガスを表しており、ガスが圧縮または液化されて充填されている
熱したりすると膨張して爆発する可能性がある
（危険有害性クラス）
・高圧ガス

飲んだり、触ったり、吸ったりすると急性的な健康被害が生じ、死にいたる場合がある
（危険有害性クラス）
・急性毒性

急性毒性、皮膚刺激性、眼刺激性、皮膚感作性、気道刺激性、麻酔作用の健康有害性がある
（危険有害性クラス）
・急性毒性　・皮膚腐食性／刺激性　・眼に対する重篤な損傷／眼刺激性　・皮膚感作性　
・特定標的臓器／全身毒性

環境に放出すると水生環境（水生生物及びその生態系）に悪影響を及ぼす場合がある
（危険有害性クラス）
・水生環境有害性

短期または長期に飲んだり、触ったり、吸ったりすると健康被害を引き起こす恐れがある
（危険有害性クラス）
・呼吸器感作性　・生殖細胞変異原性　・発がん性　・生殖毒性　・特定標的臓器／全身毒性　
・吸引性呼吸器有害性
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試薬と関連法規／毒物及び劇物取締法

毒物及び劇物取締法 

　本カタログでは毒（毒物、特定毒物）、劇（劇物）の表示のある品目が該当します。

「毒物及び劇物取締法」による表示

毒物及び劇物取締法による表示

　「毒物及び劇物取締法」に基づき、容器には次の項目
を表示したラベルを貼付しています。
1）毒物または劇物の名称
2）成分及びその含有量
 ・毒物の場合;
　容器に「医薬用外毒物」と赤地に白文字で表示。
 ・劇物の場合;
　容器に「医薬用外劇物」と白地に赤文字で表示。
　また、毒劇物は所定の保管庫に錠を掛け、盗難の恐れ
がないように保管しなければなりません。
　毒劇物を含め、薬品の管理には「薬品管理支援シス
テム」をご用意しております。

毒物劇物の譲受証

　譲受またはご購入の際には、以下のような毒劇物
譲受証に署名・捺印をいただいております。

特定毒物の使用確認証

　「毒物及び劇物取締法」に基づき「特定毒物」を使用される場合には、
「特定毒物研究者許可証」が必要です。
　本カタログでは、下記製品が該当します。ご購入に先立ち「特定毒物
を試験研究用に使用することを確認する証」をいただいておりますので、
ご協力賜りますようお願い申し上げます。
　申請時の品目と同一であるかご確認のうえご使用ください。

・49826-79　ジメトン-S-メチル標準品
・49834-35　フルオロアセトアミド標準品
・49130-59　メチルパラチオン-d6(ジメチル-d6)
・49131-80　パラチオン-d10(ジエチル-d10)
・49802-59　パラチオンエチル(パラチオン)標準品
・49835-56　パラチオンエチル-d10標準品
・49801-53　パラチオンメチル標準品
・49837-01　パラチオンメチル-d6標準液

該当品目

毒物または劇物　

販売または授受の年月日

譲 　 　 　 受 　 　 　 人
（法人にあってはその名称
及び主たる事務所の所在地）

備 　 　 　 　 　 　 　 考

名　  称　

数　  量

氏　名

職　業

住　所

印

・49826-96　ホスファミドン標準品
・49827-75　O,O -TEPP標準品
・34019-96　農薬混合標準液20(有機りん系農薬4種)
・34049-96　農薬混合標準液48(ポジティブリスト制度 GC-MS対象61種)
・34049-97　　　　　　　　〃
・34274-96　農薬混合標準液61(ポジティブリスト制度 GC-MS対象49種)
・34274-97　　　　　　　　〃
・34283-96　農薬混合標準液70(ポジティブリスト制度 GC-MS対象83種)
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試薬と関連法規／消防法

「消防法」による表示

消防法 

消防法による「指定数量」について

　危険物は、それぞれの危険性に応じて「指定数量」が規定されています（次頁参照）。危険物の貯蔵量が、指定数量
以上の場合は消防法により、指定数量未満の場合は市町村条例により、それぞれ規制されます。なお、個々の危険物の
貯蔵量が、指定数量未満であっても、それらを同一場所で貯蔵し、取扱う場合には、次式により計算した倍数が1以上
になる時は、指定数量以上の危険物として扱われます。

危険物を貯蔵する場合のポイント

（1）指定数量以上の場合
①貯蔵所、取扱所の設置には、市町村長などの許可が必要です。
② 貯蔵所、取扱所の位置、構造および設備、ならびに貯蔵、取扱いには、消防法により各種基準が定められており、これ
を遵守しなければなりません。

③同様に運搬、保安、消火設備などにも規制があります。

（2）指定数量未満の場合
① 危険物の貯蔵量が指定数量の1/5以上の時は、所轄の消防署長宛に、少量危険物の貯蔵、取扱いの届出が必要です。
②少量危険物の貯蔵、取扱いの技術上の基準は、市町村条例で定められています。

（3）同時貯蔵について
　下表は、危険物を運搬する場合の混載に関する基準です。危険物分類が異なるものを貯蔵する場合のご参考にして
ください。

Aの貯蔵量
Aの指定数量 ＋

Bの貯蔵量
Bの指定数量 ＋

Cの貯蔵量
Cの指定数量 ＝倍数

×印：混載することを禁止する組み合わせ　◯印：混載にさしつかえない組み合わせ

第1類 第2類 第3類 第4類 第5類 第6類

第1類 × × × × ◯
第2類 × × ◯ ◯ ×
第3類 × × ◯ × ×
第4類 × ◯ ◯ ◯ ×
第5類 × ◯ × ◯ ×
第6類 ◯ × × × ×
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試薬と関連法規／消防法

危険物各類の定義、品名、指定数量

　本カタログに表示している消防法に基づく危険物区分は、確認試験結果のほか、一般公表文献の値と消防法別表を
参考にしたもので、すべてが確認試験結果に対応するものではありません。
　分類された危険物に独自の略号を用い「危  4-1-S-Ⅱ」などと表示しています。

類
別

法別表 法別表および政令第1条 政令別表第3 規則第39条の2
危険等級性 質 品　名 略号 性　質 略号 指定数量

第　

１　

類

酸
化
性
固
体

 1. 塩素酸塩類
 2. 過塩素酸塩類
 3. 無機過酸化物
 4. 亜塩素酸塩類
 5. 臭素酸塩類
 6. 硝酸塩類
 7. よう素酸塩類
 8. 過マンガン酸塩類
 9. 炭酸ナトリウム過酸化水素付加体
10. 重クロム酸塩類
11. その他のもので政令で定めるもの
 イ　過よう素酸塩類
 ロ　過よう素酸
 ハ　クロム
 　　鉛
 　　またはよう素の酸化物
 ニ　亜硝酸塩類
 ホ　次亜塩素酸塩類
 ヘ　塩素化イソシアヌル酸
 ト　ペルオキソ二硫酸塩類
 チ　ペルオキソほう酸塩類
 リ　炭酸ナトリウム過酸化水素付加物
12. 前各号に掲げるもののいずれかを
 含有するもの

1-C
1-PC
1-PO
1-HC
1-B
1-N
1-I
1-PM
1-SC
1-DC

1-PS
1-PA
1-CO
1-LO
1-IO
1-NS
1-HS
1-CI
1-PD
1-PB

1-OT

第一種
酸化性固体 １ 50kg Ⅰ

第二種
酸化性固体 2 300kg Ⅱ

第三種
酸化性固体 3 1,000kg Ⅲ

第　

２　

類

可
燃
性
固
体

 1. 硫化りん 2-PS 100kg

Ⅱ 2. 赤りん 2-PR 100kg

 3. 硫黄 2-S 100kg

 4. 鉄粉 2-FE 500kg Ⅲ

 5. 金属粉
 6. マグネシウム
 7. その他のもので政令で定めるもの
 8. 前各号に掲げるもののいずれかを
 含有するもの

2-M
2-MG

2-OT

第一種
可燃性固体 １ 100kg Ⅱ

第二種
可燃性固体 2 500kg

Ⅲ

 9. 引火性固体 2-IS 1,000kg

第　

３　

類

自
然
発
火
性
物
質
お
よ
び
禁
水
性
物
質

 1. カリウム 3-K 10kg

Ⅰ

 2. ナトリウム 3-NA 10kg

 3. アルキルアルミニウム 3-RA 10kg

 4. アルキルリチウム 3-RL 10kg

 5. 黄りん 3-PY 20kg

 6. アルカリ金属
 （カリウムおよびナトリウムを除く）
 およびアルカリ土類金属

3-AM
第一種
自然発火性物質
および禁水性物質

１ 10kg
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類
別

法別表 法別表および政令第1条 政令別表第3 規則第39条の2
危険等級性 質 品　名 略号 性　質 略号 指定数量

第　

３　

類

自
然
発
火
性
物
質
お
よ
び
禁
水
性
物
質

 7. 有機金属化合物
 （アルキルアルミニウムおよび
 アルキルリチウムを除く）
 8. 金属の水素化物
 9. 金属のりん化物
10. カルシウム
 またはアルミニウムの炭化物
11. その他のもので政令で定めるもの
 イ　塩素化けい素化合物
12. 前各号に掲げるもののいずれかを
 含有するもの

3-OM

3-H
3-P
3-CC
3-AC

3-CS

3-OT

第一種
自然発火性物質
および禁水性物質

１ 10kg Ⅰ

第二種
自然発火性物質
および禁水性物質

2 50kg

Ⅱ
第三種
自然発火性物質
および禁水性物質

3 300kg

第　

４　

類

引
火
性
液
体

 特殊引火物 4-SI
非水溶性液体

50L Ⅰ
水溶性液体 S

 第一石油類 4-1
非水溶性液体 200L

Ⅱ水溶性液体 S 400L

 アルコール類 4-AL 水溶性液体 S 400L

 第二石油類 4-2
非水溶性液体 1,000L

Ⅲ

水溶性液体 S 2,000L

 第三石油類 4-3
非水溶性液体 2,000L

水溶性液体 S 4,000L

 第四石油類 4-4
非水溶性液体

6,000L
水溶性液体 S

 動植物油類 4-NO 10,000L

第　

５　

類

自
己
反
応
性
物
質

 1. 有機過酸化物
 2. 硝酸エステル類
 3. ニトロ化合物
 4. ニトロソ化合物
 5. アゾ化合物
 6. ジアゾ化合物
 7. ヒドラジンの誘導体
 8. ヒドロキシルアミン
 9. ヒドロキシルアミン塩類
10. その他のもので政令で定めるもの
 イ　金属のアジ化物
 ロ　硝酸グアニジン
 ハ　1-アリルオキシ-2,3-エポキシプロパン
 ニ　4-メチリデンオキセタン-2-オン
11. 前各号に掲げるもののいずれかを
 含有するもの

5-PO
5-NE
5-NC
5-NS
5-AZ
5-DA
5-HY
5-HA
5-HS

5-MA
5-GN
5-AE
5-MO

5-OT

第一種
自己反応性物質 １ 10kg Ⅰ

第二種
自己反応性物質 2 100kg Ⅱ

第　

６　

類

酸
化
性
液
体

 1. 過塩素酸
 2. 過酸化水素
 3. 硝酸
 4. その他のもので政令で定めるもの
 イ　ハロゲン間化合物
 5. 前各号に掲げるもののいずれかを
 含有するもの

6-PA
6-HP
6-N

6-HC

6-OT

300kg Ⅰ
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試薬と関連法規／労働安全衛生法

労働安全衛生法（略称；安衛法） 

労働安全衛生法による
容器・包装等に表示すべき事項

労働安全衛生法による名称、
成分およびその含有量の表示

労働安全衛生法の目的

　労働安全衛生法は労働基準法と相まって、労働災害
の防止のための危害防止基準の確立、責任体制の明確
化および自主的活動の促進の措置を講ずるなど、その
防止に関する総合的計画的な対策を推進することに
より、職場における労働者の安全と健康を確保すると
ともに、快適な作業環境の形成を促進することを目的
としています。

　労働安全衛生法施行令のうち、有機溶剤中毒予防規
則、特定化学物質障害予防規則、鉛中毒予防規則およ
び名称等を通知すべき危険及び有害物に該当する品
目は本文中に以下の略号で表示しています。

 I有-1 有機溶剤中毒予防規則第一種有機溶剤該当品目

 I有-2 　　　　〃　　　　　第二種有機溶剤該当品目

 I有-3 　　　　〃　　　　　第三種有機溶剤該当品目

 I特-1 特定化学物質障害予防規則第一類該当品目

 I特-2 　　　　〃　　　　　       第二類該当品目

 I特-3 　　　　〃　　　　　       第三類該当品目

 I鉛 鉛中毒予防規則該当品目

 I57 名称等を表示すべき危険物及び有害物該当品目

 I57-2 名称等を通知すべき危険物及び有害物該当品目

労働者へのSDSの周知

　事業者は、労働者の安全等を確保するため、化学物
質の製造会社等から提供されたSDSを次のいずれか
の方法により労働者に周知しなければなりません。
（法第101条第2項）
① 当該物質を取扱う作業場の見やすい場所にSDSを
常時掲示し、または備え付けること。
② 当該物質を取扱う労働者にSDSを交付すること。
③ CD-ROM等にSDSを記録し、この内容を労働者が常時
確認できる機器を作業場に設置すること。
　弊社では、労働安全衛生法、化学物質排出把握管理促
進法（PRTR法）、毒物及び劇物取締法により規定された
対象物質のSDSをホームページで公開しております。
（http://www.kanto.co.jp/）
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試薬と関連法規／化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（略称；化審法） 

　「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」に指定されている第一種特定化学物質、第二種特定化学物質
に該当する品目は本文中に以下の略号で表示しています。

 F-1　第一種特定化学物質

 F-2　第二種特定化学物質

化審法第一種特定化学物質の使用手続

　「第一種特定化学物質」に指定されている化合物については、製造、輸入、使用は原則として禁止されています。
ただし試験研究用に使用する場合に限り、経済産業大臣の許可を得ることにより使用することができます。下記の
ような確約書を弊社宛に提出いただき、許可を取得したうえで販売させていただきますのでご了承ください。

第一種特定化学物質を
輸入するための確約書記入例

（マイレックスを例にしています。）

確 約 書 （例）

 平成＊＊年＊月＊＊日

関東化学株式会社
代表取締役社長　野澤学　殿
 （住所）　＊＊県＊＊市＊＊町＊＊　＊＊番地
 （所属機関）　株式会社＊＊
 （代表者名）　代表取締役　＊＊＊＊

今般、貴社から購入予定の第1種特定化学物質は、「化学物質の審査及び製造等の規制に
関する法律」（昭和48年法律第117号）第25条ただし書に規定する試験研究用として以下
の用途に全量使用し、その取扱い及び試験終了後の処理については、細心の注意を払う
ことを確約いたします。

記
 1.    第 1 種特定化学物質の名称
  マイレックス

 2.    第 1 種特定化学物質の商品としての組成、数量及び荷姿
 ① マイレックス（10ppm） 10ml 1本 スクリューキャップボトル

 3.    第1種特定化学物質を試験研究用に使用する者の所属、氏名及び電話番号
 所　属：株式会社＊＊　検査部　分析課
 氏　名：＊＊＊＊
 電　話：＊＊＊＊-＊＊-＊＊＊＊

 4.    第1種特定化学物質を試験研究用に使用する事業所名及び所在地
 事業所名：株式会社＊＊
 所 在 地：＊＊県＊＊市＊＊町＊＊　＊＊番地

 5.    試験研究の目的と概要
 （1）目的及び内容：環境試料（水質、底質、魚類、大気）中のエンドクリン類の測定調査。

今回購入する物質は、GC-MSで定性・定量を行う標準試料として使
用する。

 （2）使用方法及び使用量：
上記の標準物質を、それぞれ段階的に希釈し0.01～1.0μg/mlの標準
溶液とし、一回の分析でその1～2μlをGC-MSに注入使用する。

 （3）使用期間　　：平成＊＊年6月～平成＊＊年12月
 （4）保管・廃棄方法：

標準原液及び標準溶液は二重栓標準溶液瓶に入れ、施錠可能な毒劇
物専用冷蔵庫で厳重に保管する。標準原液及び標準溶液は使用期間
内に全量使用する事が前提であるが、万一残った場合は、標準原液
はガラスアンプルに入れ、標準溶液は二重栓標準溶液瓶に入れ、更
にビニール袋で包装し密封の上、蓋付空缶に入れ施錠可能な毒劇物
専用冷蔵庫で厳重に永久保存する。

公
印

該当物質 2016年4月1日現在

・ポリ塩化ビフェニル（PCB）
・ポリ塩化ナフタレン（PCN）（塩素数が3以上のものに限る）
・ヘキサクロロベンゼン
・アルドリン
・ディルドリン
・エンドリン
・DDT
・クロルデン類
 （クロルデン、クロルディン、ヘプタクロル、ノナクロール）
・ビス（トリブチルスズ）＝オキシド
・N,N'-ジトリル-p-フェニレンジアミン
・N-トリル-N'-キシリル-p-フェニレンジアミン
・N,N'-ジキシリル-p-フェニレンジアミン
・2,4,6-トリ-tert-ブチルフェノール
・トキサフェン（カムフェクロール）
・マイレックス
・ジコホル（ケルセン）

・ヘキサクロロ-1,3-ブタジエン
・ 2-（2H-1,2,3-ベンゾトリアゾール-2-イル）-
 4,6-ジ-tert-ブチルフェノール
・ペルフルオロ（オクタン-1-スルホン酸）（PFOS）又はその塩
・ペルフルオロ（オクタン-1-スルホニル）フルオリド（PFOSF）
・ペンタクロロベンゼン
・α-ヘキサクロロシクロヘキサン（α-HCH,α-BHC）
・β-ヘキサクロロシクロヘキサン（β-HCH,β-BHC）
・γ-ヘキサクロロシクロヘキサン（γ-HCH,γ-BHC,リンデン）
・クロルデコン
・ヘキサブロモビフェニル
・テトラブロモジフェニルエーテル
・ペンタブロモジフェニルエーテル
・ヘキサブロモジフェニルエーテル
・ヘプタブロモジフェニルエーテル
・エンドスルファン又はベンゾエピン
・ヘキサブロモシクロドデカン

（参考資料・・・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行令 第一条より）
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試薬と関連法規／麻薬及び向精神薬取締法

該当品目（特定麻薬向精神薬原料）

麻薬及び向精神薬取締法 

向精神薬

　向精神薬の販売および使用に際しては、同法で定める許可が必要です。
　取扱業は、「向精神薬取扱業者免許証」、使用施設は、「向精神薬試験研究施設設置者登録証」が必要です。
　ご注文の際には弊社宛に「向精神薬を試験研究に使用することを確認する証」をいただいておりますのでご協力
賜りますようお願い申し上げます。
　取扱業においては向精神薬取扱業者免許証番号、使用施設においては向精神薬試験研究施設設置者登録証番号
をご記入ください。

・5,5-ジエチルバルビツール酸
　（バルビタール）
・5,5-ジエチルバルビツール酸ナトリウム
　（バルビタールナトリウム）

該当品目（第3種向精神薬）

麻薬向精神薬原料

　麻薬等原料輸入・輸出業または、特定麻薬等原料製造業は厚生労働大臣に届出が必要です。
　特定麻薬等原料卸小売業は営業所所在地の都道府県知事に届出が必要です。
　なお、麻薬向精神薬原料を試験・研究用にご使用の際、届出等は必要ありません。
　また、特定麻薬向精神薬原料以外のその他の麻薬向精神薬原料を製造、小分けまたは譲り渡すことを業とする
場合も、届出る必要はありません。

・過マンガン酸カリウム
・ピペロナール

・無水酢酸

向精神薬の使用確認書
フォーマット

�

販売店名�

試験・研究の�
内容�

ご使用者の�
住所及び氏名�

免許証又は�
登録証番号�

数   量�

製品名�

※　取扱業においては向精神薬取扱業者免許証番号、使用施設においては向精神薬試験研究施設設置者登録�

　　証番号をご記入下さい。�

�

年　　      月　　       日�

 関東化学株式会社　行�

「向精神薬」を試験研究用に使用することを確認する証�
�
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試薬と関連法規／国連勧告における危険有害性の分類・化学兵器禁止法

国連勧告における危険有害性の分類 

　危険物の国際輸送を安全かつ円滑に行うために、国連経済社会理事会（The Economic and Social Council of the 
United Nations）が設置した国連・危険物輸送専門家委員会（The United Nations Committee of Experts on the 
transport of Dangerous Goods）によって、「危険物輸送に関する勧告（Recommendations of the TRANSPORT OF 
DANGEROUS GOODS）」いわゆる「国連勧告」が出されています。これに従って、各国の陸・海・空の危険物輸送の
統一化が図られています。
　国連勧告では、危険有害性を大きく9クラス（Class）に分類し、さらにいくつかの区分（Division）に分けられています。
　わが国の危険物船舶運送及び貯蔵規則（危規則）、港則法、航空法施行規則がこれらの勧告に準じています。

化学兵器の禁止及び特定物質の規制等に関する法律（略称：化学兵器禁止法） 

　この法律は、化学兵器の開発、生産、貯蔵および使用の禁止並びに廃棄に関する条約の適確な実施を確保する
ために制定され、化学兵器の原料となる可能性のある化学物質について規制があります。
　規制対象物質は、特定物質、第一種指定物質、第二種指定物質に分類されております。
　ご購入の際に、使用目的をお尋ねする場合があります。

・ 弊社製品には該当する物質はありません。

特定物質該当品目

・ 塩化2-ジメチルアミノエチル塩酸塩
・ 3-キヌクリジノール
・ 2-クロロトリエチルアミン塩酸塩
・ ジエチルエチルホスホナート
・ ジエチルメチルホスホナート
・ β-チオジグリコール
・ ベンジル酸

第一種指定物質該当品目

・ クロロピクリン標準原液
・ 塩化ホスホリル
・ 三塩化りん（塩化りん（Ⅲ））
・ 塩化りん（Ⅴ）（五塩化りん）
・ 亜りん酸トリメチル
・ 亜りん酸トリエチル
・ 亜りん酸ジエチル
・ 塩化チオニル
・ N-エチルジエタノールアミン
・ N-メチルジエタノールアミン
・ 2,2',2''-ニトリロトリエタノール（トリエタノールアミン）

第二種指定物質該当品目

クラス1 ：爆発物（Explosives）

クラス2 ：ガス（Gases）

クラス3 ：引火性液体（Flammable liquids）

クラス4.1 ：可燃性固体（Flammable solids）

　　 4.2 ：自然発火性物質（Substances liable to spontaneous combustion）

　　 4.3 ：水と接して可燃性ガスを発生する物質（Substances which in contact with water, emit flammable gases）

クラス5.1 ：酸化性物質（Oxidizing substances）

　　 5.2 ：有機過酸化物（Organic peroxides）

クラス6 ：毒物（Poisonous（Toxic）substances）

クラス7 ：放射性物質（Radioactive substances）

クラス8 ：腐食性物質（Corrosive substances）

クラス9 ：その他の危険性物質及び物品（Miscellaneous dangerous substances）

P001-048_2016.indd   35P001-048_2016.indd   35 15/11/25   20:5615/11/25   20:56



36

試薬と関連法規／悪用防止対象化学物質

　（社）日本化学工業協会による「悪用防止対象化学物質の流通管理の指針」に基づく、悪用防止対象化学物質に該当
する本カタログの収載品は以下のとおりです。ご注文の際には、用途や販売先の確認をお願いすることがあります
ので、ご協力をお願いいたします。

悪用防止対象化学物質 該当品目

製　品　名 規　格 包　装 メーカー
略号 製品番号 化学兵器

禁止法

毒物及び
劇物
取締法

輸出貿易
管理令

2-ジメチルアミノエチルクロリド塩酸塩 100g ACR 11582-1A 一種原料 別表第1
5g ACR 11582-2A
500g ACR 11582-3A

ジエチルエチルホスホナート 1g ACR 33369-1A 一種原料 別表第 1
（別名：エチルホスホン酸ジエチル） 5g ACR 33369-2A
ジエチルメチルホスホナート 5g ACR 33368-2A 一種原料 別表第 1
（別名：メチルホスホン酸ジエチル） 25g ACR 33368-3A
ベンジル酸

鹿特級 25g 04107-30 一種原料 別表第 1
（別名：ジフェニルグリコール酸）
3-キヌクリジノール 5g ACR 13224-1A 一種原料 別表第 1

25g ACR 13224-2A
（R）-3-キヌクリジノール Organics 25g 35054-35 一種原料 別表第 1

Organics 5g 35054-55
Organics 500g 35054-05
Organics 5kg 35054-75

2.5g ACR 29373-1A
（S）-3-キヌクリジノール Organics 25g 35055-35 一種原料 別表第 1

Organics 5g 35055-55
2-クロロトリエチルアミン塩酸塩 鹿1級 25g 10212-31 一種原料 別表第 1
（別名：N-（2-クロロエチル）ジエチルアミン塩酸塩） 250g ACR 11403-1A

1kg ACR 11403-2A
5g ACR 11403-3A

100mg CDN 49145-90
β-チオジグリコール 鹿特級 500g 40118-00 一種原料 別表第 1
（別名：2,2'-チオジエタノール） 鹿特級 25g 40118-30

アミノ酸分析用 500mL 40118-06
アミノ酸分析用 25mL 40118-33

クロロピクリン標準原液 水質試験用 2mL× 5 08129-96 二種毒性 劇物
塩化ホスホリル 鹿特級 500g 32192-00 二種原料 毒物 別表第 1
（別名：三塩化酸化りん） 鹿特級 100g 32192-20

鹿1級 500g 32192-01
三塩化りん 鹿特級 500g 32198-00 二種原料 毒物 別表第 1

鹿特級 100g 32198-20
塩化りん（Ｖ）

鹿1級 500g 32194-01 二種原料 毒物 別表第 1
（別名：五塩化りん）
亜りん酸トリメチル

Organics 100mL 40940-25 二種原料 別表第 1
（別名：ホスホン酸トリメチル）
亜りん酸トリエチル Organics 500mL 40917-05 二種原料 別表第 1
（別名：ホスホン酸トリエチル） Organics 100mL 40917-25

Organics 15kg 40917-85
亜りん酸ジエチル Organics 100mL 11263-25 二種原料 別表第 1
(別名：ホスホン酸ジエチル) 250g ACR 11450-1A

1kg ACR 11450-2A
塩化チオニル 鹿特級 500mL 40131-00 二種原料 劇物 別表第 1
（別名：二塩化酸化硫黄） 鹿1級 500mL 40131-01
N-エチルジエタノールアミン 500mL 14234-02 二種原料 別表第 1

25mL 14234-32
N-メチルジエタノールアミン 500mL 26031-02 二種原料 別表第 1

25mL 26031-32
1kg ACR 12672-2A

2,2',2''-ニトリロトリエタノール RoHS対応用 500mL 28690-00 二種原料 別表第 1
（別名：トリエタノールアミン） 特級 500mL 40268-00

鹿1級 500mL 40268-01
鹿1級 20kg 40268-81

医薬部外品原料規格 500mL 40268-08
医薬部外品原料規格 20kg 40268-84

100mg CDN 49144-17
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悪用防止対象化学物質 該当品目

製　品　名 規　格 包　装 メーカー
略号 製品番号 化学兵器

禁止法

毒物及び
劇物
取締法

輸出貿易
管理令

ふっ化水素アンモニウム 特級 500g 01275-00 劇物 別表第1
（別名：重ふっ化アンモニウム） 特級 25g 01275-30

鹿1級 500g 01275-01
ふっ化水素カリウム 鹿特級 500g 32308-00 別表第 1
（別名：重ふっ化カリウム） 鹿1級 500g 32308-01
2-クロロエタノール 鹿特級 500mL 14087-00 劇物 別表第 1
（別名：エチレンクロロヒドリン） 鹿1級 500mL 14087-01
2-ジエチルアミノエタノール 鹿特級 500mL 10210-00 劇物 別表第 1
(別名：N,N-ジエチルエタノールアミン） 鹿特級 25mL 10210-30
ジメチルアミン塩酸塩 鹿特級 250g 10312-10 別表第 1
(別名：塩化ジメチルアンモニウム) 鹿特級 25g 10312-30

500g ACR 15527-1A
1kg ACR 15527-2A
5g ACR 15527-3A

ジメチル-1,1,1- d3-アミン塩酸塩 1g CDN 49125-85 別表第 1
ジメチル-d6-アミン塩酸塩 5g CDN 49125-86 別表第 1
五硫化りん

鹿1級 500g 32195-01 毒物 別表第 1
（別名：五硫化二リン）
シアン化カリウム 特級 500g 32332-00 毒物 別表第 1

特級 100g 32332-20
特級 25g 32332-30
特級 5g 32332-50
鹿1級 500g 32332-01

RoHS対応用 500g 34188-00
シアン化ナトリウム 特級 500g 37153-00 毒物 別表第 1

特級 100g 37153-20
特級 25g 37153-30
特級 5g 37153-50
鹿1級 500g 37153-01

ジイソプロピルアミン 鹿特級 500mL 10472-00 別表第 1
（別名：ジ-iso-プロピルアミン） 鹿特級 25mL 10472-30
ジメチルアミン溶液（約40%） 500mL 10310-02 別表第 1

25mL 10310-32
2,2',2''-ニトリロトリエタノール塩酸塩 鹿特級 500g 40269-00 別表第 1
（別名：トリエタノールアミン塩酸塩(塩酸トリエタノールアミン)） 鹿特級 25g 40269-30
3,3-ジメチル-2-ブタノン 鹿1級 500mL 32236-01 別表第 1
（別名：ピナコロン） 鹿1級 25mL 32236-31

500mL ACR 13125-1A
100mL ACR 13125-3A

ふっ化カリウム 特級 500g 32339-00 別表第 1
特級 100g 32339-20
特級 25g 32339-30
鹿1級 500g 32339-01

ふっ化カリウム二水和物 鹿1級 500g 32340-01 別表第 1
500g 32340-02

ふっ化水素酸 特級 500g 森田 18083-01 毒物 別表第 1
鹿1級 500g 森田 18083-1B
Ultrapur 250mL 18083-3B
Ultrapur-100 500mL 18083-2B
原子吸光分析用 500mL 18083-00

ふっ化ナトリウム 特級 500g 37174-00 別表第 1
特級 100g 37174-20
特級 25g 37174-30
鹿1級 500g 37174-01

容量分析用標準物質 25g 37174-33
ウラン定量用 100g 37174-23
Suprapur 25g M 6450-1M
EMSURE 250g M 6449-1M

1mL NEB 49889-22
5mL NEB 49889-23

ヘキサフルオロけい酸ナトリウム 鹿特級 500g 37272-00 劇物 別表第 1
(別名：けいふっ化ナトリウム) 鹿1級 500g 37272-01 劇物

500g 37272-02
硫化ナトリウム九水和物 特級 500g 37281-00 別表第 1
（別名：一硫化ナトリウム九水和物） 鹿1級 500g 37281-01

P001-048_2016.indd   37P001-048_2016.indd   37 15/11/25   20:5615/11/25   20:56



38

試薬と関連法規／外国為替及び外国貿易法

輸出貿易管理令について

　｢外国為替及び外国貿易法｣の｢輸出貿易管理令｣の規制により、輸出の前に経済産業大臣の許可または承認の
取得が必要な化学物質等がありますので、必ず法令をご確認ください。

輸出貿易管理令（政令第378号 昭和24年12月1日　最終改正:政令第284号 平成27年7月31日）

（輸出の許可）

別表第1  

第1項 武器  銃砲・爆発物・火薬類・軍用細菌製剤・軍用化学製剤　他

第2項 原子力  核燃料物質・重水素・重水素化合物・ニッケル粉・るつぼ・リチウム・タングステン・
  質量分析計・イオン源　他

第3項 化学兵器  軍用化学製剤原料・反応器・貯蔵容器・ポンプ　他

第3の2項 生物兵器  軍用細菌製剤原料・遠心分離機・凍結乾燥器・噴霧乾燥器　他

第4項 ミサイル  タングステン・モリブデン・空気力学試験装置　他

第5項 先端材料  ふっ素化合物・ニッケル合金・チタンのほう化物・ほう素　他

第6項 材料加工  軸受・コーティング装置・測定装置　他

第7項 エレクトロニクス  レジスト・燐、ひ素他の有機化合物・炭化けい素　他

第8項 電子計算機  電子計算機

第9項 通信  伝送通信装置・電子交換装置・通信用光ファイバー・暗号装置　他

第10項 センサー  光検出器・センサー用光ファイバー・カメラ・レーザー発振器・光学部品　他

第11項 航法装置  加速度計・ジャイロスコープ・慣性航法装置　他

第12項 海洋関連  潜水艇・水中用カメラ・水中用ロボット　他

第13項 推進装置  ガスタービンエンジン・人工衛星・ロケット推進装置　他

第14項 その他  粉末状の金属燃料・火薬・爆薬用前駆物質・ロボット　他

第15項 機微品目   繊維を使用した成型品・電波吸収材・水中探知装置・船舶用防音装置　他

第16項 補完品目  関税定率法（明治43年法律第54号）別表第25類から第40類まで、第54類から
  第59類まで、第63類、第68類から第93類まで又は第95類に該当する貨物
   （第1項から第15項までの貨物を除く。）

（輸出の承認）

別表第2

第20項 核原料物質・核燃料物質

第21項 放射性廃棄物等

第21の2項 放射性同位元素

第21の3項 麻薬・向精神薬原材料等

第35項 オゾン層を破壊する物質

第35の2項 特定有害廃棄物等

第35の3項 有害化学物質（PIC関連及び化審法・労安法関連）
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試薬と関連法規／毒素等の試薬

毒素等の試薬ご購入に際して 

　毒素等の試薬の使用については、法的な規制はありませんが、これらの試薬には毒性の非常に強いものが含まれて
います。弊社としても販売にあたり、流通過程において本来の目的とは異なった用途に流用されることのないよう
十分に注意してゆく所存です。
　つきましては、これらの試薬を発注する際には、「毒素等を試験研究用に使用することを確認する証」、またお受取り
になられた折には、「毒素等の譲受証」に必要事項をご記入のうえ、弊社宛に提出いただけますようご協力をお願い
申し上げます。

・ミクロシスチン　　　・Biopure社のマイコトキシン標準品
・National Research Council Canada社/Laboratorio CIFGA S.A.社の貝毒分析用標準品　等

対象品目

毒素等の使用確認証

毒素等譲受証

P001-048_2016.indd   39P001-048_2016.indd   39 15/11/25   20:5615/11/25   20:56



40

試薬と関連法規／標準菌株

Microbiologics®社「標準菌株」ご購入に際して 

　Microbiologics®社「標準菌株」は試験研究用に調製され、販売に供される製品です。しかしながら、「標準菌株」には
各種疾病を引き起こす可能性があるものも含まれております。
　弊社はこのような「標準菌株」を取扱うにあたり、流通過程での管理を含めて、本来の目的と異なった用途に流用
されることのないよう十分な注意を払ってゆく所存でございます。
　つきましては「標準菌株」をご購入のお客様には下記の事項をご理解いただき、お取扱いいただきますよう、お願
い申し上げます。

1.  「標準菌株」を使用・移動する場合には、不正な使用を防止するために適切な管理を行ってください。
2.  「標準菌株」の余剰品および在庫品を廃棄する場合には、ご使用者の責任において適切に処理・処分をし、第三者に
不正に使用されないようにご注意ください。

3.  「標準菌株」を発注される際には、「標準菌株を試験研究用に使用することを確認する証」（別記様式第1号）へご記入・
捺印いただきまして、販売店もしくは弊社営業所にご提出ください。

4.  「標準菌株」をお受取りになられた際には、「菌株譲受証」（別記様式第2号）へのご記入・捺印いただきまして、販売
店もしくは弊社営業所にご提出ください。

5.  Microbiologics®社の「標準菌株」は、American Type Culture Collection からATCC licensed Derivative® プログラム
のライセンスを受けた製品です。初めて注文される際には、必ずMicrobiologics®社のエンドユーザー登録を行って
ください。

標準菌株の使用確認証

標準菌株譲受証
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試薬と関連法規／ダイオキシン類

ダイオキシン類標準液のご購入に際して 

　ダイオキシン類標準液の使用については、法的な規制はありませんが、その毒性を考慮し、取扱いについては十分
注意を払い、悪用防止のため厳重に保管管理する必要があります。
　つきましては、弊社では安全性の確保と管理のため、ご購入されるお客様の試験研究の目的を確認させていただ
くこととしております。
　たいへんお手数ですが、ご購入に先立ち「ダイオキシン類使用確認書」に必要事項をご記入いただいたうえ、弊社
宛に提出していただけますようお願い申し上げます。

ダイオキシン類使用確認書�

関東化学株式会社  行�

ダイオキシン類を試験研究用として以下のとおり使用致しますので、確認をお願い致します。�

平成　 年　  月　  日�

印�

1.   使用品目及び数量�

2.   使用者の所属及び連絡先�

3.   使用の目的�

氏　名�

所　属�

住　所�

Tel

Cat. No. 品　　　　　名� 包　装� 数　量�

〒�

Fax

ダイオキシン
類使用確認書
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